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生
活
政
治
関
係
性
感
覚
に
関
す
る
研
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約
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論一　

は
じ
め
に

　

民
主
主
義
体
制
下
の
政
治
は
、
国
民
の
多
く
が
政
治
に
関
心
を
抱
き
、
選
挙
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機

能
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
代
民
主
国
家
に
お
い
て
も
、
一
部
の
階
層
に
よ
っ
て
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
に
多
く
み
ら
れ
た
伝

統
的
無
関
心
と
い
う
政
治
的
態
度
は
絶
滅
せ
ず
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
国
民
が
政
治
に
強
い
関
心
を
抱
く
こ
と
は
事
実
上
困
難

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
投
票
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
強
制
投
票
制
（Com

pulsory V
oting

）
を
採
用
し
て
い
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る
国
家
も
存
在
し
て
は
い
る
も
の
の
、
現
状
で
は
少
数
派
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
そ
れ
が
拡
大
す
る
傾
向
も
認
め
ら
れ
な
い
（H

ague 

and H
arrop 2004,161

）。

　

人
々
を
政
治
の
世
界
に
誘
導
す
る
う
え
で
、
政
治
意
識
の
形
成
・
変
容
過
程
を
意
味
す
る
政
治
的
社
会
化
過
程
が
重
要
な
役
割
を

占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
政
治
的
社
会
化
研
究
で
は
、

主
と
し
て
有
権
者
年
齢
に
に
達
す
る
以
前
の
段
階
で
の
政
治
意
識
の
形
成
過
程
、
い
わ
ゆ
る
初
期
政
治
的
社
会
化
（early political 

socialization

）
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
れ
は
政
治
意
識
の
基
本
構
造
が
人
生
の
初
期
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
持
続
す

る
性
質
を
有
す
る
と
い
う
前
提
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
（H

ym
an 1959, Greenstein 1958, D

aw
son and Prew

itt 1969

）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
欧
米
民
主
主
義
国
の
多
く
や
日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
若
者
の
政
治
離
れ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
中
高

年
層
と
若
者
の
投
票
率
が
次
第
に
乖
離
す
る
過
程
を
辿
っ
た
（W

attenberg 2014

、
総
務
省　

Ｗ
Ｅ
Ｂ（

（
（

）。
ま
た
、
実
証
的
研
究
分
野

と
し
て
発
達
し
た
政
治
的
社
会
化
研
究
は
、
前
提
と
し
て
い
た
初
期
学
習
の
重
要
性
自
体
に
つ
い
て
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
実
証
的

検
討
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
（Jennings and N

iem
i 1981

）。
さ
ら
に
、
成
年
期
に
行
わ
れ
る
後
期
社
会
化
過
程
に
関
す
る

研
究
の
蓄
積
も
進
ん
だ
（Stacey 1978, A

bram
son 1983, Sigel. 1989

）。

　

初
期
社
会
化
は
家
庭
や
学
校
を
主
な
社
会
化
の
担
い
手
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
と
し
て
政
治
意
識
を
発
達
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

一
方
、
後
期
政
治
的
社
会
化
と
は
、「
一
連
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
経
過
す
る
中
で
、
自
身
の
職
業
的
立
場
や
社
会
的
地
位
意
識
か

ら
政
治
的
利
益
を
意
識
し
、『
利
益
民
主
主
義
』
の
領
域
に
参
入
す
る
こ
と
で
政
治
的
関
心
を
高
め
る
過
程
に
注
目
す
る
も
の
で
あ

る
。」（
小
川　

二
〇
二
〇
、
一
〇
三
）
と
の
見
解
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
後
期
社
会
化
過
程
に
お
い
て
も
初
期
社
会
化
と
同
様
に
集
団

内
に
お
け
る
学
習
者
の
同
調
志
向
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
側
か
ら
の
同
調
圧
力
に
よ
り
政
治
意
識
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
少

な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
な
ど
の
政
治
的
志
向
を
無
批
判
的
に
学
習
す
る
傾
向
が
強
い
初
期
社
会
化
過
程
と

は
異
な
り
、
後
期
社
会
化
に
お
け
る
学
習
主
体
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
何
ら
か
の
批
判
力
を
も
ち
、
か
つ
初
期
社
会
化
に
よ
り
何
ら
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か
の
政
治
的
志
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
成
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
後
期
社
会
化
の
担
い
手
が
成
員
に
特
定
の
政
治
志
向
の

形
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
説
得
材
料
を
必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
。
そ
の
説
得
材
料
の
な
か
で
成
員
の
「
利
益
」

は
有
力
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
り
う
る
。

　

利
益
民
主
主
義
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
る
政
治
的
学
習
に
際
し
て
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
自
身
の
生
活
と
政
治
と
の
関
係
性
の
認

識
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
本
研
究
に
お
い
て
は
、
生
活
と
政
治
と
の
関
係
性
感
覚
に
焦
点
を
当
て
、
関
係
性
感
覚
と
投
票
参
加
と

の
関
係
お
よ
び
い
か
な
る
社
会
的
属
性
が
こ
れ
ら
の
関
係
性
感
覚
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
全
国
調
査
の
個
票

デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
考
察
を
加
え
た
い
。

二　

使
用
デ
ー
タ

　

本
研
究
で
使
用
す
る
デ
ー
タ
は
平
成
八
年
度
「
杏
林
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
費
」
の
助
成
を
得
て
実
施
し
た
研
究
（
研
究
課
題

「
転
換
期
に
お
け
る
政
治
意
識
と
投
票
行
動
」、
代
表；
杏
林
大
学
社
会
科
学
部
助
教
授
河
野
武
司
、
共
同
研
究
者
：
同
教
授
公
平
愼
作
、
同
専

任
講
師
岩
崎
正
洋
、
同
助
手
進
邦
徹
夫
、
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
専
任
講
師
井
田
正
道
（
肩
書
き
は
い
ず
れ
も
当
時
））
で
あ
る
。

調
査
の
概
要
は
次
の
通
り
。

対
象
地
域
：
全
国

対
象
：
一
八
歳
以
上
の
男
女
計
二
〇
〇
〇
人

調
査
時
期
：
第
四
一
回
総
選
挙
後
の
一
九
九
六
年
一
一
月
二
八
日
～
一
二
月
四
日

標
本
抽
出
法
：
層
化
多
段
無
作
為
抽
出

調
査
方
法
：
個
人
面
接
法
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回
収
率
：
六
一
・
一
％
（
一
二
二
二
サ
ン
プ
ル
）

　

本
稿
執
筆
時
点
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
以
前
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で
あ
る
。
同
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
た
理
由
と
し

て
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
関
す
る
質
問
項
目
の
豊
富
さ
が
あ
る
。
と
く
に
、
同
調
査
で
は
世
帯
年
収
だ
け
で
は
な
く
被
調
査
者
本

人
の
個
人
年
収
も
質
問
項
目
に
入
れ
て
お
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
生
活
政
治
関
係
性
意
識
の
分
析
に
と
っ
て
有
用
な
デ
ー
タ
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
た
。

三　

生
活
政
治
関
係
性
感
覚
と
投
票
参
加

　

こ
の
調
査
で
は
、「
あ
な
た
の
生
活
と
現
実
の
政
治
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う
質
問
項

目
が
設
定
さ
れ
、
回
答
選
択
肢
は
「
一
・
強
く
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
」「
二
・
や
や
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
」「
三
・
ほ
と
ん

ど
関
係
は
な
い
」「
四
・
ま
っ
た
く
関
係
な
い
」
で
あ
る
。
こ
の
意
識
の
こ
と
を
こ
こ
で
は
「
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
」、
あ
る
い
は

略
し
て
「
関
係
性
感
覚
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
意
識
や
態
度
で
は
な
く
、
感
覚
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
は
主
要
な
政
治

的
態
度
の
ひ
と
つ
で
あ
る
政
治
的
有
効
性
感
覚
（sense of political effi

cacy

）
概
念
を
ヒ
ン
ト
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
政
治
的
有

効
性
感
覚
に
関
し
て
は
、
政
党
帰
属
意
識
と
な
ら
び
主
要
な
政
治
的
態
度
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
政
党
帰

属
意
識
に
次
い
で
研
究
蓄
積
の
多
い
政
治
的
態
度
で
あ
る
（A

bram
son 1983

）。
日
本
に
お
い
て
も
直
井
は
政
治
関
心
の
指
標
の
一

つ
と
し
て
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
挙
げ
て
お
り
（
直
井　

一
九
七
二
、
一
九
八
〇
）、
そ
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
も
存
在
す
る

（
石
橋　

二
〇
一
〇
、
大
田　

二
〇
一
八
）。
従
来
の
政
治
意
識
研
究
に
お
い
て
、
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
は
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
比

し
て
注
目
度
は
低
い
が
、
政
治
関
心
の
研
究
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
政
治
的
態
度
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
分
析
に
研
究

意
義
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。
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さ
て
、
本
調
査
で
の
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
の
回
答
分
布
は
、「
強
く
影
響
を

及
ぼ
さ
れ
て
い
る
」
二
一
・
七
％
、「
や
や
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
」
五
〇
・

二
％
、「
ほ
と
ん
ど
関
係
は
な
い
」
二
一
・
八
％
、「
ま
っ
た
く
関
係
な
い
」
五
・

八
％
、
無
回
答
〇
・
五
％
、
で
あ
っ
た
。「
強
い
」
と
「
や
や
」
を
合
わ
せ
て
約

七
割
が
自
身
の
生
活
が
政
治
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

政
治
的
社
会
化
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
は
年
齢
と
の
関
係
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
図
1
に
は
年
齢
階
層
別
の
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
の
分
布
を
示
す
。

回
答
者
の
年
齢
階
層
別
度
数
は
一
八
～
一
九
歳
が
二
八
人
、
二
〇
歳
代
が
一
八
九

人
、
三
〇
歳
代
が
一
八
二
人
、
四
〇
歳
代
が
二
八
〇
人
、
五
〇
歳
代
が
二
五
六
人
、

六
〇
歳
以
上
が
二
八
七
人
で
あ
っ
た
。
年
齢
幅
が
二
歳
し
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、

一
八
～
一
九
歳
の
サ
ン
プ
ル
数
が
極
端
に
少
な
い
。
の
ち
に
示
す
回
帰
分
析
に
お

い
て
は
一
〇
歳
代
と
二
〇
歳
代
を
統
合
し
て
一
カ
テ
ゴ
リ
と
し
た
。

　

関
係
性
感
覚
は
一
〇
歳
代
で
最
も
弱
く
、
四
〇
歳
代
ま
で
は
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
て
強
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
四
〇
歳
代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
五
〇
歳
代
、

六
〇
歳
以
上
へ
と
低
下
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
年
齢
別
分
布
は
「
中
年
型
」
の

パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
若
者
の
あ
い
だ
で
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
が
低
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
若
者
の
政
治
関
心
の
低
さ
や
低
投
票
率
と
関
連
付
け
て
論
じ
ら

れ
て
き
た
（
井
田　

二
〇
〇
九
、
石
橋　

二
〇
一
四
）。
他
方
で
、
中
年
型
の
パ

タ
ー
ン
は
年
代
別
投
票
率
の
パ
タ
ー
ン
と
は
異
な
る
。
旧
自
治
省
に
よ
る
選
挙
に

0.0％
10.0％
20.0％
30.0％
40.0％
50.0％
60.0％
70.0％
80.0％
90.0％

100.0％

まったくなしほとんどなしやや影響強い影響

60 歳以上50 代40 代30 代20 代18 ～ 19 歳

10.7％

32.1％

39.3％

17.9％

9.0％ 7.2％ 3.9％ 4.3％ 5.7％

27.0％

48.1％

15.9％ 19.9％ 26.4％ 24.3％ 20.5％

22.4％ 24.0％
15.0％

22.1％

50.8％
54.6％

49.0％ 49.8％

図 1　年代別生活政治関係性感覚
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関
す
る
抽
出
調
査
に
よ
る
と
本
調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
九
六
年
総
選
挙
に
お
け
る
年
代

別
投
票
率
は
、
六
〇
歳
代
が
最
も
高
く
、
次
い
で
五
〇
歳
代
、
七
〇
歳
代
以
上
、
四
〇

歳
代
、
三
〇
歳
代
、
二
〇
歳
代
と
続
く
（
総
務
省　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
）。

　

本
調
査
に
お
い
て
も
投
票
参
加
に
関
す
る
質
問
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
投
票
に
行
っ

た
と
回
答
し
た
割
合
は
、
六
〇
歳
以
上
（
八
二
・
六
％
）、
五
〇
歳
代
（
八
〇
・
一
％
）、

四
〇
歳
代
（
七
三
・
九
％
）、
三
〇
歳
代
（
六
六
・
五
％
）、
二
〇
歳
代
（
四
六
・
〇
％
）、

と
な
っ
て
お
り
、
年
代
が
高
い
ほ
ど
投
票
に
行
っ
た
と
回
答
し
た
割
合
が
高
い
。
図
2

に
は
年
代
別
に
衆
院
選
で
投
票
し
た
と
す
る
回
答
者
の
割
合
と
生
活
に
対
し
て
政
治
の

影
響
が
あ
る
（「
強
い
影
響
あ
り
」
＋
「
あ
る
程
度
影
響
あ
り
」）
と
し
た
も
の
の
割
合
を

示
す
。
五
〇
歳
代
以
上
の
年
齢
層
は
四
〇
歳
代
よ
り
も
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
が
弱
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
投
票
率
は
四
〇
歳
代
よ
り
も
高
い
。
よ
り
細
か
く
見
る
と
、
二
〇
歳

代
か
ら
四
〇
歳
代
ま
で
は
「
影
響
あ
り
」
の
ほ
う
が
投
票
参
加
者
よ
り
も
高
い
が
、
五

〇
歳
代
以
降
は
投
票
参
加
率
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
歳
代
か
ら
四

〇
歳
代
ま
で
を
比
較
す
る
と
、
確
か
に
関
係
性
感
覚
は
次
第
に
高
く
な
っ
て
い
る
と
は

い
え
、「
影
響
あ
り
」
と
す
る
割
合
は
二
〇
歳
代
の
時
点
で
す
で
に
六
割
を
超
え
て
お

り
、
三
〇
歳
代
と
四
〇
歳
代
に
か
け
て
の
上
昇
幅
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
こ
の
結
果

か
ら
考
え
る
と
、
関
係
性
感
覚
は
未
成
年
期
の
社
会
化
過
程
で
形
成
さ
れ
て
い
る
部
分

が
大
き
い
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
つ
。

　

年
長
者
ほ
ど
高
い
投
票
参
加
に
つ
い
て
は
、
投
票
行
動
研
究
の
古
典
的
理
論
で
あ
る

投票した影響あり

40.0％
45.0％
50.0％
55.0％
60.0％
65.0％
70.0％
75.0％
80.0％
85.0％

60 歳以上50 歳代40 歳代30 歳代20 歳代

図 2　「影響あり」と「投票した」（年代別）
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ミ
シ
ガ
ン
モ
デ
ル
の
な
か
で
政
党
帰
属
意
識
の
発
達
過
程
に
関
し
て
主
張
さ
れ
た
よ
う

に
、
投
票
経
験
の
蓄
積
が
投
票
の
習
慣
化
を
も
た
ら
し
た
結
果
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
（
投
票
経
験
仮
説
）（Cam

pbell et al. 1960

）。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
活

政
治
関
係
性
感
覚
と
投
票
―
棄
権
と
の
あ
い
だ
の
相
関
が
年
齢
の
上
昇
と
と
も
に
弱
ま

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
年
代
を
制
御
変
数
と
し
て
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
（
四
区

分
）
×
投
票
―
棄
権
の
ク
ロ
ス
分
析
を
行
っ
た
。
表
1
に
は
、
関
係
性
感
覚
と
投
票
参

加
と
の
関
係
を
年
代
別
に
示
す
。

　

右
端
の
列
に
は
「
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
の
な
か
で
「
投
票
し
た
」
と
回
答

し
た
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
か
ら
「
ま
っ
た
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
」
の
な
か
で
「
投

票
し
た
」
と
回
答
し
た
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
減
じ
た
値
を
示
す
。
回
答
者
全
体
と
し
て

は
、
関
係
感
覚
が
強
く
な
る
ほ
ど
投
票
参
加
率
が
高
い
傾
向
性
は
指
摘
で
き
る
も
の
の
、

そ
の
相
関
は
高
く
な
い
。
ま
た
年
代
別
に
み
る
と
そ
の
パ
タ
ー
ン
が
き
れ
い
に
当
て
は

ま
る
年
代
は
な
い
。
と
く
に
四
〇
歳
代
で
は
「
ほ
と
ん
ど
関
係
は
な
い
」
と
回
答
し
た

層
の
投
票
参
加
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
か
ら
は
生
活
政

治
関
係
性
性
感
覚
は
投
票
参
加
を
強
く
規
定
す
る
政
治
的
態
度
で
は
な
い
と
推
定
さ
れ

る
。

（A） （B） （C） （D） （A）―（D）

年齢 強い影響 やや影響 ほとんどなし まったくなし

20 ～ 29 65.5 46.6 38.0 47.1 18.4

30 ～ 39 72.2 67.4 67.5 46.2 26.0

40 ～ 49 73.0 73.5 83.3 70.0  3.0

50 ～ 59 88.3 81.3 78.2 81.8  6.5

60 ～ 86.0 87.1 84.6 66.7 19.3

全体 78.5 73.4 71.0 60.6 17.9

表 1　生活政治関係性感覚と投票参加率
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四　

生
活
政
治
関
係
性
感
覚
の
規
定
要
因

　

続
い
て
、
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
の
規
定
要
因
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
は
社
会
的
属
性
と
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
に
関
す
る
ク
ロ
ス
集
計
結
果
に
よ
り
各
社
会
的
属
性
変
数
と
生
活
政
治
関
係
性
感

覚
と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

各
変
数
の
カ
テ
ゴ
リ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
無
回
答
を
除
い
て
お
り
、
ま
た
年
収
（
個
人
お
よ
び
世
帯
）
に
は

「
わ
か
ら
な
い
」
層
も
除
外
し
て
い
る
。

生
活
政
治
関
係
感
覚
：「
強
い
影
響
」、「
や
や
影
響
」、「
ほ
と
ん
ど
影
響
な
し
」、「
ま
っ
た
く
影
響
な
し
」
の
四
カ
テ
ゴ
リ
（
無
回

答
除
く
）

性
：「
男
」、「
女
」
の
二
カ
テ
ゴ
リ

年
齢
：「
一
八
～
一
九
歳
」、「
二
〇
～
二
九
歳
」、「
三
〇
～
三
九
歳
」、「
四
〇
～
四
九
歳
」、「
五
〇
～
五
九
歳
」、「
六
〇
歳
以
上
」

の
六
カ
テ
ゴ
リ

職
業
：「
自
前
的
」（「
農
林
・
漁
業
」、「
自
営
・
商
工
業
」、「
自
由
業
」、「
管
理
職
」
を
統
合
）、「
非
自
前
的
」（「
事
務
・
技
術
職
」、「
労

務
・
技
能
職
」、
を
統
合
）、「
他
」（「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」、「
専
業
主
婦
」、「
学
生
」、「
無
職
」、
を
統
合
）
の
三
カ
テ
ゴ
リ
。
自
前
的

職
業
と
は
、
自
身
の
仕
事
や
職
業
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
主
体
が
自
分
に
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
ち
や
す
い
職
業
を
指
し
、
自
営

業
や
経
営
・
管
理
職
が
該
当
す
る
（
三
宅
・
木
下
・
間
場　

一
九
六
七
）。

教
育
程
度
：「
小
学
校
・
中
学
校
」、「
高
等
学
校
」、「
各
種
専
門
学
校
・
短
大
」、「
大
学
・
大
学
院
」
の
四
カ
テ
ゴ
リ

婚
姻
状
況
：「
既
婚
」、「
別
居
・
離
婚
・
死
別
」、「
未
婚
」、
の
三
カ
テ
ゴ
リ

本
人
年
収
（
税
込
み
）：「
収
入
な
し
」「
一
〇
〇
万
円
未
満
」、「
一
〇
〇
万
円
以
上
二
〇
〇
万
円
未
満
」、「
二
〇
〇
万
円
以
上
三
〇
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〇
万
円
未
満
」、「
三
〇
〇
万
円
以
上
四
〇
〇
万
円
未
満
」、「
四
〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
」、「
五
〇
〇
万
円
以
上
六
〇
〇
万

円
未
満
」、「
六
〇
〇
万
円
以
上
七
〇
〇
万
円
未
満
」、「
七
〇
〇
万
円
以
上
八
〇
〇
万
円
未
満
」、「
八
〇
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
〇
万
円

未
満
」、「
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
」
の
一
一
カ
テ
ゴ
リ
を
四
分
位
に
し
た
が
い
「
一
〇
〇
万
円
未
満
」、「
一
〇
〇
万
円
以
上
三
〇
〇
万

円
未
満
」、「
三
〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
」、「
五
〇
〇
万
円
以
上
」
の
四
カ
テ
ゴ
リ
に
統
合
し
た
。「
一
〇
〇
万
円
未
満
」

を
「
下
」、「
一
〇
〇
万
円
以
上
三
〇
〇
万
円
未
満
」
を
「
中
下
」、「
三
〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
」
を
「
中
上
」、「
五
〇
〇

万
円
以
上
」
を
「
上
」
と
表
記
す
る
。

世
帯
年
収
（
税
込
み
）：「
二
〇
〇
万
円
未
満
」、「
二
〇
〇
万
円
以
上
三
〇
〇
万
円
未
満
」、「
三
〇
〇
万
円
以
上
四
〇
〇
万
円
未
満
」、

「
四
〇
〇
万
円
以
上
五
〇
〇
万
円
未
満
」、「
五
〇
〇
万
以
上
六
〇
〇
万
円
未
満
」、「
六
〇
〇
万
円
以
上
七
〇
〇
万
円
未
満
」、「
七
〇

〇
万
円
以
上
八
〇
〇
万
円
未
満
」、「
八
〇
〇
万
円
以
上
九
〇
〇
万
円
未
満
」、「
九
〇
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
〇
万
円
未
満
」、「
一
〇
〇

〇
万
円
以
上
一
二
〇
〇
万
円
未
満
」、「
一
二
〇
〇
万
円
以
上
」
の
一
一
カ
テ
ゴ
リ
を
四
分
位
に
し
た
が
い
、「
五
〇
〇
万
円
未
満
」、

「
五
〇
〇
万
円
以
上
七
〇
〇
万
円
未
満
」、「
七
〇
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
〇
万
円
未
満
」、「
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
」
の
四
カ
テ
ゴ
リ
に

統
合
し
た
。「
五
〇
〇
万
円
未
満
」
を
「
下
」、「
五
〇
〇
万
円
以
上
七
〇
〇
万
円
未
満
」
を
「
中
下
」、「
七
〇
〇
万
円
以
上
一
〇
〇

〇
万
円
未
満
」
を
「
中
上
」、「
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
」
を
「
上
」
と
表
記
す
る
。

　

表
2
に
は
七
個
の
属
性
変
数
と
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
と
の
各
ク
ロ
ス
集
計
に
お
け
る
カ
イ
二
乗
値
、
自
由
度
、
漸
近
有
意
確
率

（
両
側
）
を
表
す
Ｐ
値
、
ク
ラ
メ
ー
ル
の
連
関
係
数
を
示
す
。
ま
ず
、
五
％
有
意
水
準
を
パ
ス
し
た
独
立
変
数
は
、「
年
齢
」、「
職

業
」、「
婚
姻
状
況
」、「
世
帯
年
収
」、
の
四
変
数
で
あ
り
、
有
意
水
準
を
一
〇
％
に
設
定
す
る
と
「
本
人
年
収
」
も
パ
ス
す
る
。
関

連
の
強
さ
を
示
す
指
標
で
あ
る
ク
ラ
メ
ー
ル
の
Ｖ
の
値
は
最
も
高
い
「
世
帯
年
収
」
で
も
〇
・
一
〇
九
に
す
ぎ
ず
、
他
の
変
数
は

〇
・
一
を
下
回
る
（
婚
姻
状
況
は
〇
・
一
〇
〇
と
な
っ
て
い
る
が
、
四
捨
五
入
の
結
果
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
、
一
対
一

の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
に
お
い
て
は
全
体
的
に
属
性
変
数
と
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
と
の
相
関
は
弱
い
。
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表
3
に
は
ク
ロ
ス
集
計
結
果
を
示
す
。
こ
こ
で
は
一
〇
％
水
準
を
パ
ス
し
た
五
個
の

変
数
（
年
齢
、
職
業
、
婚
姻
状
況
、
本
人
年
収
、
世
帯
年
収
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

検
討
を
行
う
際
に
は
「
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
を
基
準
と
す
る
。

　

す
で
に
図
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
年
齢
別
に
は
四
〇
代
を
ピ
ー
ク
と
し
た
山
型
の
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
一
〇
代
～
三
〇
代
ま
で
よ
り
も
五
〇
代
以
上
の
ほ
う
が
高
い
値
を

示
し
山
の
右
側
の
ほ
う
が
高
い
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
表
1
に
示
し
た
ク

ラ
メ
ー
ル
の
連
関
係
数
は
〇
・
一
を
下
回
っ
て
お
り
、
相
関
の
度
合
い
は
低
い
。

　

職
業
別
に
は
、「
自
前
的
」、「
非
自
前
的
」、「
他
」、
の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、「
非

自
前
的
」
と
「
他
」
と
の
差
は
少
な
い
。

　

婚
姻
状
況
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
の
い
る
既
婚
者
は
未
婚
者
や
「
別
居
・
離
婚
・
死

別
」
に
比
し
て
高
い
。

　

本
人
年
収
は
年
収
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
強
い
影
響
を
感
じ
る
回
答
者
の
割
合
が
高

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

　

世
帯
年
収
は
「
中
下
」
あ
る
い
は
「
中
上
」
で
比
較
的
高
く
、
次
い
で
「
下
」
と

「
上
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
人
年
収
で
は
「
上
」
が
最
も
高
か
っ
た
の
に
対

し
て
、
世
帯
年
収
で
は
「
上
」
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
対
一
の
ク
ロ
ス
集
計
か
ら
は
以
上
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
が
、
独
立
変
数
間
に

相
関
関
係
が
存
在
す
る
た
め
に
こ
れ
を
も
っ
て
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
多
変
量

解
析
に
よ
る
検
討
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
と
社
会
的
属
性
変
数

χ2 DF P クラメール V

性  0.593  3 0.898 0.022

年齢 27.209 15 0.027 0.086

職業 14.564  6 0.024 0.077

教育程度 10.529  9 0.309 0.054

婚姻状況  24.13  6 0.000 0.100

本人年収 15.239  9 0.085 0.066

世帯年収 39.461  9 0.000 0.109

表 2　χ2 値、自由度、有意確率、連関係数
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アイテム カテゴリ 強い影響 やや影響 ほとんどなし まったくなし 計

性
男 22.6 49.5 22.0  5.9 100

女 21.0 51.3 21.9  5.8 100

年齢

18 ～ 19 歳 17.9 39.3 32.1 10.7 100

20 歳代 15.9 48.1 27.0  9.0 100

30 歳代 19.9 50.8 22.1  7.2 100

40 歳代 26.4 54.6 15.0  3.9 100

50 歳代 24.3 49.0 22.4  4.3 100

60 歳以上 20.5 49.8 24.0  5.7 100

職業

自前的 28.6 47.2 19.9  4.3 100

非自前的 21.1 51.7 21.6  5.7 100

他 18.1 51.4 23.6  6.9 100

教育程度

小中 18.9 47.4 26.3  7.5 100

高校 22.1 49.8 22.7  5.4 100

専門・短大 19.7 53.8 19.7  6.7 100

大学・大学院 26.0 51.6 17.8  4.6 100

婚姻状況

既婚 23.3 50.9 21.7  4.1 100

別居・離婚・死
別

17.9 52.6 17.9 11.5 100

未婚 17.2 47.6 24.5 10.7 100

本人年収

下 18.8 49.7 25.7  5.8 100

中下 19.7 53.3 19.7  7.3 100

中上 23.0 48.7 22.1  6.2 100

上 27.7 49.8 19.2  3.3 100

世帯年収

下 19.3 50.8 22.4  7.5 100

中下 27.4 40.9 22.4  9.3 100

中上 26.1 55.2 15.7  3.0 100

上 16.4 53.7 27.5  2.5 100

表 3　社会的属性と生活政治関係性感覚
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と
の
関
係
に
つ
い
て
回
帰
分
析
に
よ
り
分
析
す
る
。
分
析
手
法
は
順
序
回
帰
分
析
で
リ
ン
ク
関
数
は
プ
ロ
ビ
ッ
ト
を
用
い
た
。

　

従
属
変
数
と
な
る
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
に
つ
い
て
は
、「
ま
っ
た
く
関
係
な
い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
ほ
と
ん
ど
関
係
は
な
い
」
と
「
ま
っ
た
く
関
係
な
い
」
を
統
合
し
て
三
区
分
と
し
、
そ
れ
を
逆
転
し
た
。
各
カ
テ
ゴ
リ
の
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
は
、「
関
係
な
し
」
が
二
七
・
六
％
、「
や
や
影
響
あ
り
」
が
五
〇
・
三
％
、「
強
い
影
響
あ
り
」
が
二
二
・
〇
％
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
値
（
Ｂ
）
が
プ
ラ
ス
の
場
合
は
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
を
強
め
る
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
、
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
そ
れ
を
弱
め
る
作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
、
独
立
変
数
は
す
べ
て
共
変
量
で

は
な
く
因
子
に
投
入
し
て
お
り
、
各
変
数
の
な
か
の
カ
テ
ゴ
リ
の
一
つ
が
参
照
カ
テ
ゴ
リ
と
な
り
、
そ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
の
推
定
値

は
参
照
カ
テ
ゴ
リ
を
基
に
し
た
値
と
な
る
。

　

独
立
変
数
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
1
で
は
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
教
育
程
度
、
婚
姻
状
況
を
投
入
し
、
モ
デ
ル
2
で
は
そ
れ
ら
に

加
え
て
本
人
年
収
と
世
帯
年
収
を
投
入
し
た
。
な
お
、
年
収
項
目
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
た
め
、

分
析
対
象
サ
ン
プ
ル
数
が
減
少
す
る
。
モ
デ
ル
1
の
サ
ン
プ
ル
数
が
一
二
〇
九
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
モ
デ
ル
2
で
は
一
〇
九
五
へ

と
一
一
四
サ
ン
プ
ル
減
少
し
て
い
る
。
年
齢
に
つ
い
て
は
、
一
八
～
一
九
歳
の
サ
ン
プ
ル
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
代
と

統
合
し
て
一
八
～
二
九
歳
で
ひ
と
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
と
し
た
。
モ
デ
ル
1
、
モ
デ
ル
2
と
も
に
従
属
変
数
は
生
活
政
治
関
係
性
感
覚

（
三
区
分
逆
転
）
で
あ
る
。

　

表
4
に
は
、
モ
デ
ル
1
の
結
果
を
示
す
。
以
下
、
独
立
変
数
ご
と
に
結
果
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
有
意
水
準
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
採

用
す
る
。

　

性
別
で
は
男
性
は
女
性
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
の
係
数
を
示
し
て
お
り
、
関
係
性
感
覚
を
弱
め
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
有
意
確
率
が

二
〇
％
を
超
え
る
。

　

年
齢
に
関
し
て
は
、
参
照
カ
テ
ゴ
リ
の
六
〇
歳
以
上
と
比
し
て
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
値
は
四
〇
歳
代
は
プ
ラ
ス
、
五
〇
歳
代
は
ほ
ぼ
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B SE P

しきい値
［逆転 3 区分＝ 1.00］ －0.653 0.168 0.000

［逆転 3 区分＝ 2.00］   0.741 0.168 0.000

位置
男 －0.100 0.078 0.203

女（ref）   0.000

18 ～ 29 歳 －0.226 0.146 0.121

30 ～ 39 歳 －0.112 0.121 0.358

40 ～ 49 歳   0.142 0.104 0.173

50 ～ 59 歳   0.020 0.101 0.840

60 歳以上（ref）   0.000

自前的   0.257 0.090 0.004

非自前的   0.164 0.090 0.068

他（ref）   0.000

小・中学校 －0.382 0.117 0.001

高校 －0.196 0.093 0.035

専門・短大 －0.133 0.114 0.244

大学・大学院（ref）   0.000

既婚   0.106 0.122 0.386

別居・離婚・死別   0.034 0.179 0.848

未婚（ref）   0.000

適合度

モデル －2 対数尤度 χ2 自由度 P

切片のみ 791.304

最終 750.213  41.091   12 0.000

疑似 R2

Cox & Snell 0.033

Nagelkerke 0.038

McFadden 0.016

表 4　パラメータ推定値（モデル 1）

リンク関数：プロビット
従属変数：生活政治関係性感覚（3 区分逆転）
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変
わ
ら
ず
、
そ
し
て
一
八
～
二
九
歳
と
三
〇
歳
代
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
Ｐ
値
は
一
〇
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

職
業
は
「
自
前
」、「
非
自
前
」、「
他
」、
の
順
番
に
係
数
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
自
分
の
仕
事
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
感
覚
が

強
い
と
想
定
さ
れ
る
自
前
的
職
業
が
最
も
高
い
こ
と
は
合
理
的
に
説
明
で
き
る
。

　

教
育
程
度
は
高
学
歴
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
係
数
が
上
場
す
る
傾
向
が
あ
り
、
大
卒
以
上
を
基
準
と
す
る
と
小
学
校
・
中
学
校
卒

と
高
校
卒
は
有
意
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

　

婚
姻
状
況
は
「
既
婚
」、「
別
居
、
離
婚
、
死
別
」、「
未
婚
」
の
順
番
に
な
る
が
、
有
意
水
準
を
パ
ス
し
な
い
。

　

こ
の
分
析
結
果
か
ら
は
、
職
業
と
教
育
程
度
が
規
定
因
と
し
て
検
出
さ
れ
た
。

　

表
5
に
モ
デ
ル
2
の
分
析
結
果
を
示
す
。

　

性
別
で
は
男
性
は
女
性
に
比
し
て
有
意
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
女
性
は
関
係
性
を
よ
り
強
く
感
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

年
齢
別
に
は
参
照
カ
テ
ゴ
リ
の
六
〇
歳
以
上
に
比
べ
二
〇
歳
代
と
三
〇
歳
代
は
マ
イ
ナ
ス
、
四
〇
歳
代
と
五
〇
歳
代
は
プ
ラ
ス
の

係
数
を
示
す
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
も
五
％
有
意
水
準
を
パ
ス
し
な
い
。
た
だ
、
参
照
カ
テ
ゴ
リ
と
な
っ
た
六
〇
歳
以
上
は

中
位
に
位
置
し
て
お
り
、
他
の
カ
テ
ゴ
リ
は
有
意
水
準
を
パ
ス
し
に
く
い
位
置
に
あ
る
。
一
八
～
二
九
歳
の
有
意
確
率
は
一
二
％
、

四
〇
歳
代
の
そ
れ
は
八
・
八
％
で
あ
り
、
若
年
層
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
、
中
年
層
は
プ
ラ
ス
要
因
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

職
業
別
に
は
モ
デ
ル
1
と
同
様
に
「
自
前
的
」、「
非
自
前
的
」、「
他
」、
の
順
番
で
あ
る
が
、
有
意
水
準
は
パ
ス
し
な
い
。

　

教
育
程
度
別
に
は
低
学
歴
に
な
る
ほ
ど
係
数
の
値
が
下
が
り
、
参
照
カ
テ
ゴ
リ
の
大
卒
者
層
に
比
べ
、
小
学
校
・
中
学
校
卒
や
高

校
卒
は
有
意
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

　

婚
姻
状
況
に
関
し
て
は
統
計
的
に
有
意
で
は
な
い
。

　

本
人
年
収
に
関
し
て
は
年
収
が
低
く
な
る
ほ
ど
係
数
の
値
が
下
が
り
、
ク
ロ
ス
集
計
結
果
と
符
合
す
る
。
し
か
し
、
参
照
カ
テ
ゴ

リ
に
対
し
て
五
％
有
意
水
準
を
パ
ス
し
た
カ
テ
ゴ
リ
は
存
在
し
な
い
。
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B SE P

しきい値
［逆転 3 区分＝ 1.00］ －0.713 0.222 0.001

［逆転 3 区分＝ 2.00］   0.698 0.222 0.002

位置

男 －0.200 0.094 0.034

女（ref）   0.000

18 ～ 29 歳 －0.244 0.157 0.120

30 ～ 39 歳 －0.102 0.128 0.426

40 ～ 49 歳   0.190 0.111 0.088

50 ～ 59 歳   0.034 0.110 0.758

60 歳以上（ref）   0.000

自前的   0.179 0.110 0.103

非自前的   0.056 0.117 0.633

他（ref）   0.000

小・中学校 －0.425 0.129 0.001

高校 －0.240 0.100 0.017

専門・短大 －0.149 0.121 0.219

大学・大学院（ref）   0.000

既婚   0.029 0.131 0.827

別居・離婚・死別 －0.024 0.195 0.904

未婚（ref）   0.000

本人年収「下」 －0.238 0.155 0.125

本人年収「中下」 －0.096 0.133 0.468

本人年収「中上」 －0.081 0.117 0.489

本人年収「上」（ref）   0.000

世帯年収「下」   0.271 0.111 0.015

世帯年収「中下」   0.270 0.109 0.014

世帯年収「中上」   0.414 0.103 0.000

世帯年収「上」（ref）   0.000

モデル適合情報

モデル －2 対数尤度 χ2 DF P

切片のみ 1576.609

最終 1518.519  58.09   18 0.000

疑似 R2

Cox & Snell 0.052

Nagelkerke 0.059

McFadden 0.026

表 5　パラメータ推定値（モデル 2）

リンク関数：プロビット
従属変数：生活政治関係性感覚（3 区分逆転）
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世
帯
年
収
に
関
し
て
は
参
照
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
に
対
し
て
、
他
の
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
も
有
意
に
プ
ラ
ス
で

あ
る
。
と
く
に
七
〇
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
〇
万
円
未
満
の
階
層
で
は
一
％
有
意
水
準
を
パ
ス
し
、
係
数
の
値
も
最
も
高
い
。

　

最
後
に
属
性
別
に
整
理
す
る
。

　

性
別
に
関
し
て
は
所
得
変
数
を
加
え
た
モ
デ
ル
2
で
は
五
％
有
意
水
準
を
パ
ス
す
る
が
、
所
得
変
数
を
除
い
た
モ
デ
ル
1
で
は
パ

ス
し
な
い
。
係
数
は
参
照
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
男
性
に
対
し
て
女
性
は
い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
女
性
は
関
係
性
感
覚
を
高
め
て
い

る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
の
結
果
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
九
八
九
年
に
導
入
さ
れ
た
消
費
税
が
主
婦

な
ど
消
費
者
に
生
活
と
政
治
と
の
関
係
性
を
よ
り
感
じ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

年
齢
は
参
照
カ
テ
ゴ
リ
が
六
〇
歳
以
上
で
あ
り
、
モ
デ
ル
1
、
モ
デ
ル
2
と
も
に
他
の
年
齢
階
層
の
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
も
五
％

水
準
を
パ
ス
し
な
い
。
参
照
カ
テ
ゴ
リ
で
あ
る
六
〇
歳
以
上
は
最
高
で
も
最
低
で
も
な
く
、
中
位
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
有
意
水

準
を
パ
ス
し
に
く
い
原
因
で
あ
る
。
係
数
の
値
は
モ
デ
ル
1
と
モ
デ
ル
2
と
も
に
四
〇
歳
代
、
五
〇
歳
代
、
六
〇
歳
以
上
、
三
〇
歳

代
、
一
八
～
二
九
歳
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
ク
ロ
ス
集
計
結
果
と
も
符
合
す
る
。
一
八
～
二
九
歳
は
六
〇
歳
以
上
よ
り
も
関
係
性
感

覚
が
低
く
、
四
〇
歳
代
は
高
く
、
す
で
に
図
2
に
示
し
た
中
年
型
の
パ
タ
ー
ン
と
も
合
致
す
る
。
と
は
い
え
、
生
活
政
治
関
係
性
感

覚
に
対
す
る
年
齢
の
規
定
力
は
強
い
と
は
言
え
な
い
。

　

職
業
に
関
し
て
は
モ
デ
ル
1
、
モ
デ
ル
2
と
も
に
、「
自
前
的
」、「
非
自
前
的
」、「
他
」、
の
順
と
な
る
。
モ
デ
ル
1
で
は
参
照
カ

テ
ゴ
リ
で
あ
る
「
他
」
と
比
べ
て
自
前
的
職
業
は
一
％
有
意
水
準
を
パ
ス
し
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
非
自
前
的
職
業
は
五
％
水
準
は
パ

ス
し
な
い
が
一
〇
％
水
準
を
パ
ス
す
る
。
所
得
変
数
が
加
わ
っ
た
モ
デ
ル
2
で
は
「
自
前
的
」
の
有
意
確
率
は
一
〇
・
三
％
で
あ
り
、

一
〇
％
水
準
を
若
干
超
え
て
い
る
。

　

教
育
程
度
は
モ
デ
ル
1
、
モ
デ
ル
2
と
も
に
規
定
要
因
に
検
出
さ
れ
た
。
高
学
歴
に
な
る
ほ
ど
生
活
に
対
す
る
政
治
の
影
響
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
政
治
的
社
会
化
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
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し
て
の
学
校
の
機
能
の
存
在
で
あ
る
。
学
校
に
関
し
て
は
今
ま
で
公
民
教
育
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
（
岡
村　

一
九

六
九
、
秦　

二
〇
一
三
、
石
橋　

二
〇
一
四
）、
特
に
一
八
歳
選
挙
権
導
入
を
機
に
学
校
の
主
権
者
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（
山
本　

二
〇
一
七
、
日
本
私
立
大
学
連
盟　

二
〇
一
六
）。
し
か
し
、
公
民
教
育
だ
け
で
な
く
、
学
校
教
育
を
長
く
受
け
る
こ
と
に
よ
り
生
活

と
政
治
と
の
関
係
を
感
じ
さ
せ
る
〝
潜
在
力
〟
を
高
め
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
の
教
育
機
能
が
直
ち
に
意

識
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
速
断
で
き
な
い
。
即
効
性
は
な
く
と
も
、
身
に
付
け
た
学
力
が
卒

業
後
に
お
い
て
効
果
が
出
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

婚
姻
状
況
は
、
モ
デ
ル
1
、
モ
デ
ル
2
と
も
に
規
定
要
因
と
し
て
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

所
得
に
関
し
て
、
本
人
年
収
は
規
定
要
因
と
し
て
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
一
方
で
、
世
帯
年
収
は
規
定
要
因
と
し
て
検
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
生
活
の
基
本
的
単
位
が
世
帯
に
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
年
収
が
高
い
ほ
う
が
納
税
額
や
社
会
保
険
料
が

増
大
す
る
こ
と
か
ら
政
治
の
か
か
わ
り
を
感
じ
や
す
い
と
も
い
え
る
一
方
で
、
所
得
の
低
い
層
は
政
府
施
策
の
受
益
者
と
し
て
の
か

か
わ
り
を
よ
り
感
じ
や
す
い
層
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
は
四
分
位
に
よ
り
所
得
階
層
を
四
層
に
区
分
し
た
が
、
参
照
カ
テ
ゴ
リ
と

な
っ
た
世
帯
年
収
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
「
上
」
に
比
べ
、「
中
上
」、「
中
下
」、
お
よ
び
「
下
」
の
ほ
う
が
係
数
の
値
が
高
く
、
ま

た
い
ず
れ
も
五
％
有
意
水
準
を
パ
ス
し
て
い
る
。
な
か
で
も
「
中
上
」
が
政
治
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
み
な
す
属
性
と
な
っ
て
い

る
。「
上
」
層
が
最
も
関
係
性
感
覚
が
低
い
理
由
と
し
て
は
、
生
活
に
比
較
的
ゆ
と
り
が
あ
る
が
ゆ
え
、
政
府
の
施
策
の
影
響
を
感

じ
に
く
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
衆
院
選
で
「
投
票
し
た
」
と
回
答
し
た
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
統
計
的
に
有
意
で
は
な
い

も
の
の
、
所
得
階
層
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
高
く
な
る
傾
向
が
存
在
し
た
。
そ
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
「
下
」
七
一
・
八
％
、「
中

下
」
七
二
・
五
％
、「
中
上
」
七
五
・
八
％
、「
上
」
七
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。「
上
」
の
層
は
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
は
最
も
低
い

も
の
の
、
投
票
参
加
度
は
も
っ
と
も
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
で
検
討
を
加
え
た
い
。
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五　

要
約
と
結
論

　

本
稿
で
は
、
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
を
取
り
上
げ
、
一
九
九
六
年
に
一
八
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
全
国
調
査
の
個
票

デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
考
察
を
加
え
た
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
主
な
知
見
を
提
示
し
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

生
活
政
治
関
係
感
覚
は
一
〇
歳
代
か
ら
四
〇
歳
代
に
か
け
て
上
昇
し
、
そ
の
後
低
下
し
て
い
く
。
た
だ
、
二
〇
歳
代
で
す
で
に
政

治
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る
割
合
は
六
割
を
超
え
て
お
り
、
主
と
し
て
後
期
社
会
化
で
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
初
期
社
会
化
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
結
果
と
い
え
る
。

　

関
係
性
感
覚
と
投
票
参
加
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
相
関
は
強
く
な
い
。
つ
ま
り
、
自
身
の
生
活
と
政
治
と

の
関
係
性
を
認
識
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
投
票
参
加
へ
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
若
者
は
関
係
性
感
覚
の
割
に
は

投
票
に
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
五
〇
歳
代
以
降
は
関
係
性
感
覚
が
低
下
す
る
一
方
で
投
票
参
加
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

　

モ
デ
ル
1
、
モ
デ
ル
2
で
と
も
に
規
定
因
と
し
て
検
出
さ
れ
た
独
立
変
数
は
教
育
程
度
で
あ
り
、
教
育
程
度
が
高
い
ほ
ど
関
係
性

感
覚
が
強
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
政
治
と
生
活
と
の
関
係
性
感
覚
に
関
し
て
は
学
校
教
育
が
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
、
ま

た
は
よ
り
高
等
な
教
育
を
受
け
た
結
果
身
に
付
い
た
学
力
自
体
に
関
係
性
感
覚
を
促
進
す
る
機
能
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
因
果
関

係
と
し
て
推
定
し
う
る
。

　

所
得
に
関
し
て
は
、
個
人
所
得
は
関
係
性
感
覚
を
規
定
し
な
い
が
、
世
帯
所
得
は
規
定
要
因
と
な
っ
て
い
る
。「
上
」
の
層
に
比

し
て
「
中
上
」「
中
下
」「
下
」
の
所
得
階
層
は
関
係
性
感
覚
が
よ
り
強
い
傾
向
に
あ
る
。「
上
」
層
は
概
し
て
所
得
税
負
担
率
は
高

い
も
の
の
、
税
負
担
な
ど
が
自
身
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
余
裕
が
あ
る
が
ゆ
え
、
中
低
所
得
者
層
よ
り
も
感

じ
に
く
い
こ
と
が
こ
の
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
生
活
政
治
関
係
性
感
覚
と
政
治
へ
の
関
心
度
や
選
挙
へ
の
関
心
度
と
の
相
関
に
関
す
る
分
析
も
必
要
と
さ
れ
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る
。
機
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
1
）　

旧
自
治
省
・
総
務
省
に
よ
る
衆
院
総
選
挙
の
年
代
別
投
票
率
に
関
す
る
抽
出
調
査
に
よ
る
と　

一
九
六
七
年
に
は
二
〇
代
の
投
票
率

が
六
六
・
六
九
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
六
〇
代
の
そ
れ
は
七
七
・
〇
八
％
で
あ
っ
た
の
が
、
本
研
究
で
使
用
す
る
調
査
が
実
施
さ
れ
た

一
九
九
六
年
に
は
二
〇
代
三
六
・
六
二
％
、
六
〇
代
八
三
・
三
八
％
で
あ
っ
た
（
総
務
省　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
）。
二
〇
代
の
投
票
率
に
対
す
る
六

〇
代
の
投
票
率
は
一
九
六
七
年
に
は
一
・
二
倍
で
あ
っ
た
の
が
一
九
九
六
年
に
は
二
・
三
倍
に
拡
大
し
て
い
る
。
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石
橋
章
市
朗
（
二
〇
一
〇
）「
高
校
生
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
関
す
る
研
究
」
市
民
参
加
研
究
班
編
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
市

民
参
加
』
関
西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
、
六
九
―
九
四

石
橋
章
市
朗
（
二
〇
一
四
）「
生
活
と
政
治
と
の
関
係
を
認
識
す
る
こ
と
は
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
か
」『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
六
三
―

五
、
一
三
一
―
一
六
二

井
田
正
道
（
二
〇
〇
九
）「
大
学
生
の
政
治
観
に
関
す
る
分
析
」『Inform

atics

』
二
―
二
、
一
七
―
二
八

大
田
昌
志
（
二
〇
一
八
）「
子
ど
も
の
投
票
意
欲
と
内
的
政
治
的
有
効
性
感
覚
―
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
親
子
デ
ー
タ
の
分
析
―
」『
教

育
と
社
会
研
究
』
二
八
、
一
―
一
二

岡
村
忠
夫
（
一
九
六
九
）「
政
治
的
社
会
化
お
け
る
《
民
主
主
義
》
と
《
平
和
》
―
教
科
書
内
容
の
定
着
の
問
題
―
」『
国
際
基
督
教
大
学
学

報
Ⅱ
―
Ｂ　

社
会
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
、
一
―
四
三

小
川
恒
夫
（
二
〇
二
〇
）
新
有
権
者
へ
の
政
治
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
―
原
発
を
争
点
と
し
て
実
験
室
調
査
か
ら
―
」『
東
海
大
学

紀
要
文
化
社
会
学
部
』
第
三
号
、
一
〇
一
―
一
一
八

総
務
省　

Ｗ
Ｅ
Ｂ　

総
務
省
―
国
政
選
挙
の
年
代
別
投
票
率
の
推
移
に
つ
い
て
（soum

u. go. jp

）（
二
〇
二
三
年
八
月
一
〇
日
閲
覧
）

直
井
道
子
（
一
九
七
二
）「
政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
集
団
の
役
割
（
2
）」『
社
会
学
評
論
』
二
三
―
一
、
五
三
―
六
七

直
井
道
子
（
一
九
八
〇
）「
政
治
意
識
と
政
治
的
社
会
化
」
秋
元
律
郎
・
森
博
・
曽
良
中
清
司
〔
編
〕『
政
治
社
会
学
入
門
』
有
斐
閣
、
一
一

四
―
一
二
九

日
本
私
立
大
学
連
盟
（
二
〇
一
六
）『
大
学
時
報
』
№
三
六
九
（
二
〇
一
六
年
七
月
号
）。

秦
正
樹
（
二
〇
一
三
）「
若
年
層
の
政
治
関
心
に
与
え
る
政
治
的
社
会
化
の
効
果
―
学
校
と
家
庭
に
お
け
る
政
治
教
育
に
注
目
し
て
ー
」『
六

甲
台
論
集
：
法
学
・
政
治
学
編
』
六
〇
―
一
、
一
五
―
三
六

三
宅
一
郎
・
木
下
富
雄
・
間
場
寿
一
（
一
九
六
七
）『
異
な
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
投
票
行
動
の
研
究
』
創
文
社

山
本
英
弘
（
二
〇
一
七
）「
政
治
的
社
会
化
研
究
か
ら
み
た
主
権
者
教
育
」『
山
形
大
学
紀
要
（
教
育
科
学
）』
第
一
六
巻
四
号
、
二
一
―
四

〇




